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　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は新型コロナウイルス感染症が５類相当に移行しましたが、当院は地域の中核病院として

１年通して変わらぬ対応が続いています。そんな中でも、面会解除（２月）、職員送別会（３

月）、お花見（４月）、看護の日（５月）、信州外科集談会（６月）、院内水族園（７月、エプソ

ンと共催）、市民公開講座（７月、塩尻市と共催）、松本ぼんぼん（８月）、一泊二日の職員セミ

ナー（８月）、病院祭（10月）、病院慰霊祭（10月）、登録医大会（11月）、アルプス会（12

月）、互助会忘年会（12月）とコロナ以前の病院行事のほぼ全てを無事再開することができまし

た。世界では、2022年のウクライナ軍事侵攻に続き、2023年にはイスラエルのガザ侵攻と先が

見通せない状況が続いており、その影響で私たちも物価や光熱費の高騰の影響を受けていま

す。新年度には医療介護のトリプル改訂が控えており、厳しい予測がされています。またいよい

よ本格的に働き方改革が実行される中で、今までの医療看護水準を下げない工夫と実効性のある

労働管理の方策が求められます。コロナウイルス感染症の初期も先の見えない混乱と恐怖があり

ましたが、私たちは職員一丸となってそれも乗り越えてきました。少子高齢化による働き手の減

少や都会と地方の格差など、問題は山積しています。しかし、混沌とした今の時代こそ、命を救

うという本来の理念に立ち返って、日々の診療に当たりたいと考えます。

　さまざまな困難な状況下でもレジリエントな病院であるべく、柔軟な思考と対応を大切にした

いと思います。本年もよろしくお願いいたします。
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

院長　小池　祥一郎
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第13回登録医大会を開催いたしました第13回登録医大会を開催いたしました

　まつもと医療センターでは、地域の開業の先生方（かかりつけ医）と相互に連携し、患者さんの

病状にあった継続性のある医療を地域で切れ目なく提供するため、登録医制度を運用しておりま

す。当院では現在、289の医療機関の先生方に登録医としてご登録いただいております。登録医の

先生方と、より一層の相互連携の促進を目指して、当院では年に一度、登録医の先生方をお招き

して登録医大会を開催しております。本年は令和５年11月８日（水）アルピコプラザホテルにお

いて、４年ぶりに対面形式での開催をすることができました。13回目の今大会では、登録医の先

生方と当院の職員を含めて105名の方にご参加いただきました。

　Part１は講演会として当院の佐々木哲郎

脳神経外科医長より「脳神経外科の一人医長

として考えること」、宮川雄輔外科部長より

「消化器低侵襲手術の実際」について講演さ

せていただきました。ご参加いただいた先生

方からは「新しい治療法に感激しました」

「他科の治療症例を診ることがないので勉強

になります」等のご意見をいただきました。

脳神経外科では、一般的な脳神経外科疾患の

他にも、脳卒中などでの痙縮（手足の筋肉の

突っ張り）の診療、頭痛診療などを行っております。外科においては、患者さんの体へ負担の少

ない腹腔鏡などを使った低侵襲手術を積極的に行っておりますので、どうぞよろしくお願いいた

します。

　Part２は親睦会を行い、直接顔を合わせ

て意見交換をさせていただくことができ、親

睦を深める良い機会となりました。先生方に

は、診療でお忙しい中ご参加いただきまして

ありがとうございます。この場を借りて感謝

申し上げます。

　末筆となりましたが、今後も地域医療に貢

献できるよう職員一同努力してまいりますの

で、よろしくお願いいたします。

包括医療支援センター長　小宮山　斎
こ　 み　やま　　いつき



10月７日、天候にも恵まれ無事病院祭を開催することがで
きました。
様々な催しを通じて地域の皆様とつながることができ、楽し
い一日となりました。
足を運んでいただいた皆様、本当にありがとうございました。
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手術室での挿管体験

手術器具の体験 院内探検ツアー（薬剤部）
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　11月24日、松本市にて大規模災害が発生したと想定して院内で初めてのトリアージ訓練を行い
ました。非常事態に対応できるよう今後も継続して行いたいと思います。
＊トリアージ訓練とは…災害時などに診察や治療を行うべき患者の優先順位を決めて、トリア
ージタグを用いて色別に分けた上で治療に当たる訓練です。緊急時により多くの患者さんを
効率よく診療するために重要になります

トリアージ訓練

　当院では２年ごとに１回病理解剖にご献体い
ただいた方への感謝と供養を兼ねて、慰霊祭を
行っております。
　該当年である今年は10月11日に参列した職
員が献花と黙祷を行いました。 

慰　霊　祭

◇ 今 後 の 予 定 ◇

日にち：２月16日（金）、17日（土）
〇第二回　職員セミナー

日にち：２月14日（水）
〇第42回地域医療支援病院運営委員会

日にち：３月６日（水）
〇互助会　送別会
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　皆さま今年は暖冬と言われていますが、寒暖の差が激しく、体調を崩しやすい季節になっていま

すが、いかがお過ごしでしょうか。

　この原稿を書いている現在（12月15日）厚生労働省発表によると、12月４日から10日に報告さ

れた新型コロナウイルス感染の新規感染者は合計１万7379人で、１定点医療機関（全国の感染症

調査医療機関・全国で約５千）での新規感染者数は3.52人（前週は2.75人）とまだ前週に比して

1.28倍になり、３週間連続で増え続けています。毎年冬になるとコロナウイルス感染が増える傾

向があり、今後も注意が必要です。コロナウイルスに関しては重症化を防ぎ、症状が軽くすむワ

クチン接種が有効であり、現在の株EG.5(通称エリス)にもある程度有効です。来年度からは有料

となるワクチン接種を受けておいた方が良さそうです。治療では解熱鎮痛薬・咳止めなどの対症

療法、持病（喘息・慢性呼吸不全・心不全・糖尿病・高度肥満など）を持っている方は保険診療

扱いにはなりましたが、発症早期にラゲプリオR・パキロビットパックR・ゾコーバRなどの抗ウ

イルス薬を５日間飲むことで症状の重症化、後遺症などを防ぐことができますので相談してみるこ

とが必要です。

　さらに今年の特徴として季節性インフルエンザウイルス感染が増加を続けています。今年は９月

ごろの早くから発生し、急激に増加し、さらに12月を迎えることで増え続けて、学級・学校閉鎖

を招いている事態が特徴的です。こちらの新規感染者数は同12月15日で16万6690人になり、コ

ロナ感染の約9.6倍、定点医療機関で新規では33.72人で前週26.72人に比べて1.26倍と１定点あ

たり30人を越え、今シーズン初めて大流行の発生レベルとなりました。今年のワクチン接種の効

果はまだわかりませんが、インフルエンザに関しては高熱・今までなかった咳・咽頭痛などがあ

りましたら、他の人との接触を避け、48時間以内に医療機関を受診し、抗原陽性となったら、ア

セトアミノフェンなど抗炎症薬、抗ウイルス薬（内服薬としてタミフルR５日間・ゾフルーザR１

回・吸入薬としてリレンザR５日間・イナビルR１回・注射薬としてのラピアクタRがあります。

各々症状・重症度・医療機関などによって使い方が違い、インフルエンザの合併もありますので、

指導に従った治療が必要です。

　また、コロナウイルス感染がはやった時期に抗体（抵抗力）獲得ができなかっ

たためか、溶連菌感染・今になってのプール熱などもあり、感染症外来がいつも

一杯になっています。コロナ感染の時期のように、帰ったときの手洗い・うが

い・アルコール消毒のほか、原点に立ち返って最近は外す傾向がある、人が集

まるときのマスク着用が有効ですので、考えてみてはいかがでしょうか。

まつもと医療センター　宮　林　秀　晴

2 0 2 3年冬の感染症について2023年冬の感染症について2023年冬の感染症について
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　2015年５月、塩尻市広丘吉田に『こしはら内科クリニック』を開院いたしました。まつもと医

療センターの近隣に位置し、日頃から大変お世話になっております。多くの先生方からご指導やご

協力をいただき、急病の患者さんの紹介にも快く応じていただき、心から感謝申し上げます。ま

た、訪問診療を安心して行えているのも、まつもと医療センターの先生方のご支援によるところが

大きいと感じております。

　当院では、一般内科や神経疾患を含む生活習慣病、予防接種、健康診断、睡眠時無呼吸症候群、

訪問診療など、幅広い診療を提供しております。地域の『かかりつけ医』として、患者さん一人ひ

とりに寄り添い、信頼できるパートナーとなることを目指しております。

　訪問診療では、住み慣れたご自宅や施設で、生活に寄り添った医療を提供することを心がけてお

ります。住み慣れた場所で療養生活を過ごされる患者さんは、入院中にはできなかったことができ

たり、入院中には見られなかった穏やかな表情や多くの笑顔を見ることができます。その瞬間はと

ても嬉しく、訪問診療の特別な魅力であり、今後の診療の励みとなっています。

　最近では、異常気象による自然災害が頻発しているためいつ停電するかわかりません。当クリニ

ックでは、停電時でも最低限の診療ができるように、太陽光発電システム、蓄電池システム、V2H

（Vehicle-to-Home）、電気自動車を導入しました。環境・経済・防災の三つの面からの対策を講

じ安心して頼られるクリニックを目指しています。

　今後ともよろしくお願いします。

診 療 科 目：内科・神経内科
所 在 地：〒399-0701　長野県塩尻市広丘吉田551-5
休 診 日：水曜日・土曜日の午後、日曜日、祝日
お問い合わせ：TEL 0263-86-5480 

腰 原 啓 史 先生 

こしはら内科クリニックこしはら内科クリニック
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＜診療時間＞

9:00 ～ 12:00

15:00 ～ 18:00

こし　はら　ひろ　し



　新年あけましておめでとうございます。
　今年は暖冬とのことですが、朝起きると寒くて布団から出る
のにも一苦労です。なんだかんだ信州の冬は寒いんだなぁとひ
しひしと感じています。

　さて、新年が始まり抱負を立てる方も多いかと思います。仕事や家族、趣味のこと色々
あると思います。私はズバリ「将棋初段」。昨年達成できなかったことを、今年こそはと
意気込んでいます。
　みなさまにとって2024年がいい年になりますよう願っています。　　　　　　　（Ｍ）
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チーム医療紹介チーム医療紹介

　私たちは、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技
師・医療社会専門員・管理栄養士など多職種から
なるチームです。普段はそれぞれの専門分野の業
務を行っておりますが、特別な栄養治療を必要と
する入院患者さんにチームとして関わっており
ます。メンバーそれぞれが専門分野の視点から
栄養について意見を出し合い、より良い栄養治
療方法を検討しております。今後も主治医や受
け持ち看護師等と連携しながら活動を行ってま
いります。

栄養サポートチーム
（Nutrition  Support  Team：NST）


